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福島県の沿岸部，通称「浜通り」の北部（新地
町・相馬市）は歴史的事情から精神科医療が存在
せず，今回の災害ではこの地域を重点的に支援す
る必要が生じた。また，このような歴史的背景の
ために，北部地域で精神科医療が必要であった住
民の多くは，南隣りの南相馬市の医療機関に入院
・通院していた実情があったが，この人達は南相
馬市が原発事故の避難準備区域に指定されるや，
医療難民となり地域に戻されてしまった。急激な
環境変化を苦手とするこの人達が不安定になるこ
とは十分考えられた。以上の理由から相双地域で
心のケアチームを立ち上げた福島県立医科大学の
活動に協力することにした。
① 具体の活動内容
６月：４日夕方，福島県立医科大学・心のケアチ
ーム丹羽慎一教授訪問，支援地域の現状と支援方
法の説明を受ける。５日，早朝相馬市入りし，相
馬市保健センターで現地スタッフと打合せ。午前
中，閉鎖予定の避難所を巡回，午後，今後の仮設
住宅訪問に備え，津波の被災現場，新地町・松川
浦・原町火力発電所・沿岸部視察。６日，福島大
学総合教育研究センター中野明徳教授を訪問，沿
岸部の児童・生徒・教員の支援方法について協議。
７月：１３日午前，大野台仮設住宅（第１）を岩崎
心理士と巡回訪問。午後，柚木仮設住宅の集会所
で開催の定例「一休みの会」に参加。１４日午前，
東グランド仮設住宅で開催の「一休みの会」に参
加。仮設住宅の暑さのために不眠を訴える入居者
多数。１５日午前，新地町仮設住宅でうつ症状の男
性訪問，細田，米倉看護師。午後，統合失調症悪
化の女性宅訪問，益子医師，細田，米倉看護師。
１６日午前，大野台仮設住宅（第３）のアルコール
依存症の男性訪問，益子医師，細田。午後，大野
台仮設住宅（第３）で開催の「一休みの会」に参
加。
１２月：１３日午前，データ整理。午後，新地町前田
仮設住宅，要支援者訪問，細田，廣田看護師。１４
日午前，刈敷田仮設住宅，「一休みの会」訪問。
午後，柚木仮設住宅，「一休みの会」訪問。夕方
の打合せ，被災６か月後ぐらいから DVや虐待の
訴えが顕著との医療チーム報告。１５日午前，東グ
ランド仮設住宅，要支援入居者訪問，細田，廣田
看護師。午後，新地町作田仮設住宅，「ちょっと
ここで一息の会」に参加。１６日，朝から吹雪，午
前，大野台仮設住宅（第３）「一休みの会」訪問。
午後，大野台仮設住宅（第６：飯館村からの避難
者）「一休みの会」訪問。
② 活動を通して感じたこと
過酷な被災者でも PTSD様症状は認めなかっ
たが，仮設の生活では日常を取り戻したとは言え
ず，被災は進行中と考えられた。日常が戻った頃，
PTSDを考えておく必要がある。
③ 今後の教育研究にどう結び付けていくか，成
果を福井県にどのように反映させるか
今後は，学校教員（沿岸部高等学校）の受傷と
回復過程について具体的ケアをしながら研究する
予定である。福井県や行政に対しては，被災時の
心のケアチームの組織化と医療チーム・薬剤師チ
ームとの連携活動などについての具体的提案が可
能である。
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